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「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
」
な
ど
、
次
世
代
加
速

器
に
関
す
る
国
際
会
議
「
ヒ
ッ
グ
ス

粒
子
と
そ
の
彼
方
（
か
な
た
）
」
に

出
席
し
た
国
内
外
の
研
究
者
20
人

が
６
月
９
日
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
北
上
サ
イ

ト
ツ
ア
ー
（
現
地
視
察
）
で
東
山

町
を
訪
れ
た
。

　

ツ
ア
ー
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設
の
国

内
候
補
地
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

北
上
高
地
の
地
質
や
周
辺
の
環
境

な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
国
際
会
議
を
主
催
し
た
東
北
大

学
が
企
画
。

　

参
加
者
は
、
東
山
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
で
同
大
大
学
院
理
学
研
究

科
の
佐
貫
智
行
准
教
授
か
ら
Ｉ
Ｌ

Ｃ
の
想
定
ル
ー
ト
や
北
上
高
地
の

地
質
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

北
上
高
地
の
地
質
に
つ
い
て
、

昨
年
12
月
か
ら
今
年
の
５
月
ま
で

行
わ
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
採

取
し
た
円
柱
形
の
地
質
標
本
（
コ

ア
サ
ン
プ
ル
）
を
示
し
な
が
ら
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
建
設
に
適
し
た
強
固
な

岩
盤
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
想
定
ル
ー

ト
を
含
む
周
辺
の
地
形
が
立
体
的

に
見
え
る
地
図
な
ど
も
示
さ
れ
、

建
設
候
補
地
に
対
す
る
理
解
を
深

め
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
実
験
結
果
を

検
出
す
る
測
定
器
が
設
置
さ
れ
る

地
下
ト
ン
ネ
ル
の
中
心
地
点
ま
で

の
距
離
や
交
通
ア
ク
セ
ス
、
岩
手

県
内
の
気
候
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
の
大
学
研
究
所
に
勤
務

す
る
研
究
者
は
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
は
長

い
期
間
研
究
す
る
こ
と
に
な
る
。

に
ぎ
や
か
な
場
所
が
い
い
と
い
う

人
も
い
る
が
、
こ
こ
は
静
か
な
場

所
で
い
い
研
究
が
で
き
そ
う
だ
」

と
語
っ
て
い
た
。

　

佐
貫
准
教
授
は
「
東
北
は
何
も

な
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
自
然

豊
か
で
美
味
し
い
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
る
。
建
設
候
補
地
周
辺
を

見
て
も
ら
い
、
そ
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
今
回
の
目
的
。

新
幹
線
の
駅
か
ら
候
補
地
ま
で
遠

く
な
い
こ
と
も
実
感
し
て
い
た

だ
き
、
参
加
者
に
は
い
い
印
象
を

持
っ
て
も
ら
え
た
と
思
う
」
と
話

し
て
い
た
。

　

一
行
は
、
同
町
の
猊
鼻
渓
や
平

泉
町
の
中
尊
寺
、
毛
越
寺
の
観
光

地
も
訪
れ
、
初
夏
の
一
関
地
方
を

満
喫
し
た
。

　

岩
手
県
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
推
進
協
議
会
と
東
日
本
大
震

災
被
災
地
支
援
チ
ー
ム
「
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」
が
主
催
し
、
県
内

の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｌ

Ｃ
特
別
授
業
が
６
月
25
日
か
ら
７

月
５
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

　

特
別
授
業
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
研
究

内
容
や
そ
の
意
義
を
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
素
粒
子
物
理
や
基
礎
科
学

に
つ
い
て
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
。
市
内
で
は
、
藤
沢

小
学
校
（
６
月
28
日
）
、
一
関
二
高

（
７
月
２
日
）
、
一
関
中
学
校
（
３

日
）
、
東
山
中
学
校
（
４
日
）
、
千

厩
中
学
校
（
５
日
）
の
５
校
で
、

ド
イ
ツ
・
マ
イ
ン
ツ
大
学
の
齋
藤

武
彦
教
授
が
宇
宙
の
成
り
立
ち
や

素
粒
子
物
理
学
の
基
礎
知
識
に
つ

い
て
授
業
を
行
っ
た
。

　

藤
沢
小
学
校
で
は
、
５
、
６
年
生

約
80
名
が
受
講
。
齋
藤
教
授
は
、

ド
ラ
え
も
ん
の
「
４
次
元
ポ
ケ
ッ

ト
」
や
岩
手
県
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
そ
ば
っ
ち
」
を
用
い
、
４
次
元

の
構
造
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
分
か

り
や
す
く
解
説
。
ま
た
、
北
上
高

地
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
実
現
す
れ
ば
「
岩

手
は
世
界
の
科
学
の
中
心
に
な

り
、
岩
手
か
ら
世
界
最
先
端
の
技

術
が
生
ま
れ
る
」
と
し
、
「
皆
さ

ん
に
は
世
界
に
目
を
向
け
、
英
語

プ
ラ
ス
も
う
一
つ
の
言
語
が
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
呼

び
掛
け
た
。

　

特
別
授
業
は
時
折
、
笑
い
声
や

歓
声
が
あ
が
り
、
授
業
後
も
齋
藤

教
授
を
多
く
の
児
童
が
囲
み
、
交

流
を
深
め
て
い
た
。

舟下りを楽しむツアー参加者

藤沢小学校で特別授業を行う齋藤教授

ツアー参加者に説明する佐貫准教授

◆北上サイトツアー
◆マインツ大学 齋藤教授 特別授業
◆地質調査報告会
◆東北ルネッサンスシンポジウム
◆ILC技術設計書最終版が完成
（最近の動向）
◆ILC誘致に向けた地域の取り組み
◆ILC講演会への講師派遣

国
内
外
の

物
理
学
研
究
者
が

　
　
　
北
上
高
地
を
視
察

ド
イ
ツ
・
マ
イ
ン
ツ
大
学

齋
藤
教
授
に
よ
る

　
　
　
Ｉ
Ｌ
Ｃ
特
別
授
業



　

東
北
大
学
と
岩
手
県
が
Ｉ
Ｌ
Ｃ

建
設
候
補
地
の
北
上
高
地
で
実
施

し
た
地
質
調
査
の
報
告
会
が
６
月

23
日
、
大
東
町
の
大
原
公
民
館
で

開
か
れ
た
。

　

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を
行
っ

た
結
果
「
強
固
な
地
盤
で
あ
る
こ

と
が
裏
付
け
ら
れ
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設

に
極
め
て
適
し
た
土
地
で
あ
る
」

と
報
告
さ
れ
た
。

　

調
査
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
確
実
に
建

設
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
ル
ー
ト

を
想
定
し
、
そ
の
ル
ー
ト
に
沿
っ

て
、
地
面
を
円
柱
状
に
く
り
抜
き

地
層
を
調
べ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

や
発
破
に
よ
る
振
動
の
伝
わ
り
方

を
調
べ
る
弾
性
波
探
査
、
現
地
を

歩
き
地
表
の
様
子
を
調
べ
る
地
上

踏
査
な
ど
を
昨
年
12
月
か
ら
今
年

５
月
に
か
け
て
行
っ
た
。

　

報
告
会
に
は
、
地
元
住
民
ら
約

30
人
が
参
加
し
、
東
北
大
学
の
佐

貫
智
行
准
教
授
や
調
査
委
託
業
者

の
担
当
者
が
調
査
結
果
に
つ
い
て

説
明
。

　

佐
貫
准
教
授
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
ト

ン
ネ
ル
の
中
心
と
想
定
し
た
早
麻

山
付
近
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
は

「
割
れ
目
が
な
く
、
国
内
で
は
ほ
と

ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど

硬
い
岩
盤
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。ま
た
、弾
性
波
探
査
で
は
、

「
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
規
格
外

の
数
値
」
が
示
さ
れ
、
非
常
に
安

定
し
た
岩
盤
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
ト
ン
ネ
ル
が
地
表
の
近

く
と
な
る
標
高
の
低
い
所
は
、
花

崗
岩
の
風
化
な
ど
が
心
配
さ
れ
る

が
、
今
回
調
査
を
行
っ
た
人
首
川

（
奥
州
市
江
刺
区
）
付
近
は
、
北
上

高
地
の
他
の
場
所
に
比
べ
れ
ば
岩

盤
に
割
れ
目
は
多
い
も
の
の
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
の
建
設
に
は
全
く
問
題
が
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

活
断
層
に
つ
い
て
は
「
無
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
た
が
、
少
し
で
も

疑
わ
れ
る
部
分
を
含
め
詳
細
に
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
や
は
り
活
断

層
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
し
、

「
ど
の
調
査
結
果
を
見
て

も
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
建
設
す
る
に

あ
た
り
極
め
て
適
し
た
土

地
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認

で
き
た
」
と
ま
と
め
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
Ｉ
Ｌ

Ｃ
建
設
の
想
定
ル
ー
ト
を

含
む
周
辺
の
地
形
が
立
体

的
に
見
え
る
地
図
が
展
示

さ
れ
、
参
加
者
は
立
体
地

図
を
見
る
た
め
の
眼
鏡
を

か
け
想
定
ル
ー
ト
を
眺
め

る
な
ど
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
対
す

る
理
解
も
深
め
て
い
た
。

　

東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
主
催

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
再
生
〜
Ｉ

Ｌ
Ｃ
を
核
と
し
た
科
学
技
術
創
造

立
国
と
東
北
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
〜
」

が
６
月
30
日
、
東
京
都
千
代
田
区

の
経
団
連
会
館
で
開
か
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を

実
現
す
る
こ
と
の
意
義
や
最
先
端

技
術
に
よ
る
日
本
の
再
生
を
提
唱

す
る
と
と
も
に
、
国
内
候
補
地
の

一
本
化
を
見
据
え
た
オ
ー
ル
東
北

で
の
受
入
態
勢
や
日
本
再
生
に
向

け
た
東
北
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
ど

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
。
首
都
圏
の
経
済
関
係
者
ら

約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

同
協
議
会
の
里
見
代
表
は
「
Ｉ

Ｌ
Ｃ
は
世
界
を
変
え
る
よ
う
な
施

設
。
欧
米
が
こ
ぞ
っ
て
日
本
で
の

建
設
に
期
待
し
て
い
る
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
通
じ
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
誘
致
運
動
に
参
加
し

て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

東
京
大
学
素
粒
子
物
理
国
際
研

究
セ
ン
タ
ー
の
山
下
了
准

教
授
と
元
岩
手
県
知
事
で

日
本
創
成
会
議
の
増
田
寛

也
座
長
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
概

要
や
波
及
効
果
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

誘
致
の
意
義
な
ど
に
つ
い

て
講
演
。

　

パ
ネ
ル
討
論
は
、
吉
岡

正
和
東
北
大
学
・
岩
手
大

学
客
員
教
授
の
進
行
に
よ

り
、
達
増
拓
也
岩
手
県
知

事
、
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
、
大

村
虔
一
と
う
ほ
く
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ

Ｉ
協
会
会
長
、内
永
ゆ
か
子
ベ
ネ
ッ

セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
副

社
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
、
意

見
交
換
し
た
。

　

達
増
知
事
は
、
平
泉
の
世
界
文

化
遺
産
は
「
平
和
の
理
想
郷
、
人

と
人
の
共
生
な
ど
を
目
指
し
た
も

の
で
あ
り
、
国
際
協
力
の
下
に
研

究
者
が
つ
く
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
平
泉
の

理
念
の
延
長
上
に
あ
る
」
と
述
べ
、

村
井
宮
城
県
知
事
は
「
震
災
で
各

国
か
ら
支
援
を
受
け
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
世
界
中
の
研
究
者
が
集
ま

る
機
関
を
東
北
に
誘
致
す
る
こ
と

は
大
き
な
恩
返
し
に
な
る
」
と
強

調
。
大
村
会
長
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設
候

補
地
周
辺
の
教
育
や
医
療
施
設
の

分
布
図
、
公
共
交
通
網
の
現
状
を

示
し
な
が
ら
「
新
し
く
何
か
を
作

る
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
あ
る

農
山
村
基
盤
を
用
い
、
素
朴
で
大

ら
か
な
研
究
環
境
の
整
備
」
を
提

案
し
た
。
内
永
副
社
長
は
「
Ｉ
Ｌ

Ｃ
は
物
理
研
究
だ
け
で
な
く
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
へ
の
挑
戦
。
人
材
育

成
や
ビ
ジ
ネ
ス
発
展
に
つ
な
が
る

多
大
な
効
果
が
あ
る
」
と
東
北
へ

の
誘
致
に
期
待
を
示
し
た
。

　

翌
31
日
に
は
、
同
協
議
会
の
里

見
代
表
、
達
増
知
事
、
村
井
宮
城
県

知
事
、
勝
部
市
長
ら
が
、
山
本
一
太

科
学
技
術
担
当
大
臣
、
文
部
科
学

省
な
ど
を
訪
れ
、
国
内
誘
致
の
早

期
表
明
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

上：報告会会場の様子、下：調査結果を説明する業者

立体地図を見る参加者

シンポジウム  パネル討論の様子

山本大臣に要望書を提出

北
上
高
地

　　
地
質
調
査
結
果
報
告
会

東
北
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る

東
北
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
開
催



し
た
。

　

ま
た
、
６
月
29
日
に
は
、
岩
手

県
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
推
進

協
議
会
主
催
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
県
民
集
会

が
盛
岡
市
内
で
開
催
さ
れ
、
県
民

一
丸
と
な
っ
て
東
北
誘
致
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
た
決
議
を
採
択
し
た
。

　

集
会
に
は
、
産
学
官
か
ら
な
る

同
協
議
会
の
会
員
と
県
民
合
わ

せ
、
定
員
を
上
回
る
３
８
０
人
が

参
加
。
協
議
会
の
元
持
会
長
は「
Ｉ

Ｌ
Ｃ
は
震
災
か
ら
の
復
興
の
た

め
、
東
北
に
夢
と
希
望
を
与
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
岩
手
を
含
む
東

北
が
一
丸
と
な
っ
て
誘
致
に
取
り

組
も
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

ド
イ
ツ
・
マ
イ
ン
ツ
大
学
の
齋

藤
武
彦
教
授
が
「
国
際
研
究
機
関

の
現
場
か
ら
」、
国
立
天
文
台
理

論
研
究
部
の
小
久
保
英
一
郎
教
授

が
「
星
く
ず
か
ら
地
球
へ
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。

　

こ
の
う
ち
齋
藤
教
授
は
「
Ｉ
Ｌ

Ｃ
が
東
北
に
実
現
す
れ
ば
、
岩
手

が
世
界
の
科
学
技
術
の
拠
点
と
な

り
、
岩
手
に
い
な
が
ら
世
界
と
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
」。
Ｉ
Ｌ
Ｃ

な
ど
の
「
大
型
研
究
所
に
と
っ
て

重
要
な
の
は
地
元
大
学
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
研

究
所
で
は
地
元
の
学
生
の
研
究
を

優
先
的
に
受
け
入
れ
、
そ
の
結
果
、

科
学
教
育
が
大
幅
に
向
上
し
、
他

分
野
の
教
育
も
充
実
し
た
」
と
述

べ
、
岩
手
大
学
へ
の
理
学
部
の
設

置
を
提
案
し
た
。

　

小
久
保
教
授
は
「
天
文
学
に

は
、
宇
宙
を
観
る
『
観
測
天
文
学
』

と
、
宇
宙
の
物
理
を
考
え
る
『
理

論
天
文
学
』
が
あ
り
、
最
近
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
宇
宙
を
再
現
し

て
実
験
す
る
『
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
天
文
学
』
が
発
展
し
て
き
た
」

と
述
べ
、
星
く
ず
か
ら
惑
星
が
で

き
る
ま
で
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
再
現
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
見
え
な
い
宇

宙
を
見
せ
る
望
遠
鏡
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
語
っ
た
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
建
設
に
関
す
る
、
詳

細
内
容
を
ま
と
め
た
技

術
設
計
書
の
最
終
版
が

完
成
し
、
６
月
12
日
、

東
京
都
文
京
区
の
東
京

大
学
で
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト  

設
計
か
ら
実
現

へ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
研
究

者
ら
約
１
５
０
名
が
参

加
。
設
計
チ
ー
ム
の
駒
宮
幸
男
東

京
大
学
大
学
院
教
授
が
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計

画
の
国
際
推
進
組
織
責
任
者
の
リ

ン
・
エ
バ
ン
ス
氏
に
完
成
し
た
技

術
設
計
報
告
書
を
手
渡
し
た
。

　

駒
宮
教
授
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
「
実

現
に
向
け
、
建
設
国
や
建
設
費

負
担
な
ど
を
決
め
る
た
め
各
国
政

府
に
働
き
か
け
た
い
」
と
意
欲
を

語
っ
た
。

　

エ
バ
ン
ス
氏
は
、
技
術
設
計
書

の
完
成
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設
に
「
必
要

な
要
素
は
全
て
そ
ろ
っ
た
。
次
は

夢
が
現
実
に
向
か
う
時
が
来
て
い

る
」「
日
本
に
は
ぜ
ひ
建
設
地
と

し
て
手
を
挙
げ
て
欲
し
い
」
と
述

べ
、
日
本
へ
の
建
設
に
期
待
を
示

し
た
。

　

技
術
設
計
書
は
、
昨
年
12
月
に

公
表
し
た
最
終
案
を
さ
ら
に
精
査

し
、
建
設
コ
ス
ト
の
見
積
額
な
ど
を

加
え
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り

建
設
に
係
る
技
術
面
で
の
準
備
は

整
い
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
に
向
け
、
次

の
段
階
に
進
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
一
方
、
文
部
科
学
省
は
５
月
末
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
日
本
誘
致
の
意
義
や
学
術

的
な
位
置
付
け
な
ど
に
関
す
る
審

議
を
日
本
学
術
会
議
に
依
頼
し
た
。

　

依
頼
を
受
け
た
日
本
学
術
会
議

は
「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
計

画
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
、
第
１
回
検
討
委
員
会
を
６

月
14
日
に
開
催
。

　

委
員
会
は
物
理
だ
け
な
く
人
文

社
会
系
も
含
む
研
究
者
10
名
で
構

成
。
同
日
は
、
委
員
長
に
学
術
会

議
副
会
長
を
務
め
る
家
泰
弘
東
京

大
学
物
性
研
究
所
教
授
を
選
出

し
、
委
員
か
ら
は
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
国

民
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
」「
他

分
野
の
科
学
研
究
費
が
削
減
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
質
問

が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
７
月
１
日
に
開
催
さ
れ

た
第
２
回
検
討
委
員
会
で
は
、
国

内
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
を
推
進
し
て
い

る
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機

構
の
鈴
木
厚
人
機
構
長
が
Ｉ
Ｌ

Ｃ
の
役
割
や
建
設
費
に
つ
い
て
説

明
。
建
設
費
や
土
地
代
、
人
件
費

な
ど
総
額
で
１
兆
２
７
０
億
円
と

経
費
を
試
算
。
当
面
の
実
験
に
必

要
な
施
設
を
建
設
す
る
と
し
た
場

合
、
約
８
２
０
０
億
円
に
経
費
を

削
減
で
き
る
と
の
見
込
み
を
示
し

た
。
ま
た
、
委
員
か
ら
「
研
究
者

に
よ
る
候
補
地
の
選
定
が
先
に
示

さ
れ
る
と
委
員
会
で
の
審
議
に
影

響
が
あ
る
」
と
の
発
言
を
受
け
、

鈴
木
機
構
長
は
研
究
者
に
よ
る
国

内
候
補
地
の
選
定
結
果
の
公
表
時

期
に
つ
い
て
、
委
員
会
と
歩
調
を

合
わ
せ
る
考
え
を
示
し
た
。

　

委
員
会
は
、
８
月
末
頃
ま
で
に

意
見
を
集
約
し
、
そ
の
後
、
文
部

科
学
省
に
審
議
結
果
を
回
答
す
る

予
定
。

報告書を手渡す駒宮教授（左）と
エバンス氏（右）

講演する小久保教授

ＩＬＣ県民集会の様子

ＩＬＣ計画に係る国内の動き

Ｉ
Ｌ
Ｃ
技
術
設
計
書

　　
　
　
　
最
終
版
が
完
成

文部科学省が日本学術会議へ ILC
日本誘致について諮問

技術設計書　最終版完成（12 日）

日本学術会議　国際リニアコライ
ダー計画に関する検討委員会審議
開始（14 日）

日本学術会議　国際リニアコライ
ダー計画に関する検討委員会意見
集約
研究者による国内候補地の一本化

日本学術会議から文部科学省へ審
議結果を回答
研究者による国内候補地検討結果
を政府に報告

Ｈ25年
  ５月末

６月

８月

９月〜
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懸
垂
幕
・
ポ
ス
タ
ー
等

　
の
作
製

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
東
北
誘
致
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
誘
致
運
動
を
盛
り
上
げ
る

た
め
の
取
り
組
み
が
、
各
種
団
体

や
自
治
会
を
中
心
に
市
内
各
地
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
関
商
工
会
議
所
は
、
一
ノ
関

駅
前
の
一
関
商
工
会
館
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ

誘
致
を
目
指
す
懸
垂
幕
を
設
置
。

懸
垂
幕
は
縦
10
ｍ
、横
１
ｍ
で
「
国

際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
を
東
北
に
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
市
で
作

製
し
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
記
載
。
一
ノ
関
駅
を
利

用
す
る
市
民
に
加
え
、
一
関
地
方

を
訪
れ
る
観
光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
関
商
工
会
議
所
と
両

磐
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
プ
ラ
ザ
（
Ｒ

Ｉ
Ｐ
）
は
、
一
関
商
工
会
館
に
設

置
し
た
懸
垂
幕
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン

の
ポ
ス
タ
ー
（
縦
72
㎝
、
横
25
㎝
）

を
１
０
０
０
枚
作
製
。
会
員
事
業

所
に
配
り
、
事
務
所
や
店
舗
に
掲

示
す
る
ほ
か
、
両
団
体
の
行
事
で

も
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　

千
厩
町
工
業
ク
ラ
ブ
は
、
千
厩

町
内
の
国
道
２
８
４
号
線
に
か
か

る
陸
橋
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
応
援
の
横

断
幕
を
掲
示
。
横
断
幕
は
長
さ
12

ｍ
で
「
私
た
ち
は
国
際
リ
ニ
ア
コ

ラ
イ
ダ
ー
誘
致
を
応
援
し
て
い
ま

す
」
と
表
記
。
国
道
を
走
る
市
内

の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
沿
岸
部
へ
向
か

う
工
事
車
両
の
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど

に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。

　

岩
手
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
一
関
支

部
は
、
会
員
が
所
有
す
る
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
車
両
に
掲
示
す
る
Ｉ
Ｌ

Ｃ
ス
テ
ッ
カ
ー
、
１
４
０
０
枚
を

作
製
。
ス
テ
ッ
カ
ー
は
縦
21
㎝
、

横
62
㎝
で
加
速
器
の
イ
メ
ー
ジ
図

と
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
Ｉ
Ｌ
Ｃ
」
の
文

字
が
記
さ
れ
、
車
両
の
側
面
や
背

面
に
掲
示
し
、
走
る
広
告
塔
と
し

て
全
国
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
東
北
誘
致
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｌ
Ｃ
花
壇
の
整
備

　

千
厩
町
磐
清
水
の
仏
坂
自
治
会

と
東
山
町
田
河
津
竹
沢
地
域
の
花

街
道
事
業
実
行
委
員
会
は
、
Ｉ
Ｌ

Ｃ
を
テ
ー
マ
に
し
た
花
壇
を
整
備
。

仏
坂
自
治
会
は
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
」
の
文

字
と
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
ト
ン
ネ

ル
の
イ
ラ
ス
ト
を
、
花
街
道
事
業

実
行
委
員
会
は
史
跡
「
菅
公
夫
人

の
墓
」
付
近
に
あ
る
花
壇
に
「
Ｉ

Ｌ
Ｃ
一
関
へ
」
の
文
字
と
市
章
を

色
と
り
ど
り
の
花
で
描
き
ま
し
た
。

花
壇
は
秋
に
見
頃
を
迎
え
ま
す
が
、

地
元
の
住
民
は
、
花
壇
の
花
と
と

も
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
国
内
候
補
地
決
定
と

い
う
大
輪
の
花
が
咲
く
こ
と
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
千
厩
町
の
１
‐
２
区
自
治

会
で
は
、
地
域
の
花
壇
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ

の
看
板
を
設
置
。
看
板
に
は
「
Ｉ

Ｌ
Ｃ
誘
致
を
積
極
的
に
す
す
め
ま

す
」
と
記
載
さ
れ
、
花
壇
の
花
を

見
に
訪
れ
る
人
た
ち
に
地
元
の
意

気
込
み
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
東
北
誘
致
に
向
け
た
機
運
を

醸
成
す
る
た
め
、
自
治
会
や
各
種

団
体
が
行
う
Ｉ
Ｌ
Ｃ
講
演
会
、
勉

強
会
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
11
日
に
は
千
厩
町
の
酒
の

く
ら
交
流
施
設
で
蔵
サ
ポ
ー
タ
ー

の
会
会
員
ら
約
30
名
を
対
象
に
Ｉ

Ｌ
Ｃ
出
前
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
市

企
画
振
興
部 

小
野
寺
順
子
政
策
推

進
監
を
講
師
に
、
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推

進
協
議
会
で
作
製
し
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の

紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
概
要
や
地
域
の
変
化
な

ど
に
つ
い
て
講
演
。

　

会
場
か
ら
は
「
ト
ン
ネ
ル
の
南

端
と
な
る
気
仙
沼
は
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
う
の
か
」
な
ど
の
質
問

が
あ
り
、「
気
仙
沼
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
大
規

模
機
器
の
陸
揚
げ
や
そ
の
機
器
の

一
次
組
立
を
行
う
場
所
と
し
て
の

役
割
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
」
と
回

答
。
参
加
者
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
建
設
や

研
究
に
伴
い
多
く
の
人
た
ち
が
訪

れ
、
地
域
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

な
ど
に
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は

市
内
各
図
書
館
で
貸
し
出
し
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

向
け
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
ま
ん
が
の
貸
し
出

し
も
行
っ
て
い
る
の
で
ご
利
用
願

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
職
員
以
外
の
講
師

（
県
職
員
や
Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
研
究
者
等
）

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

本
庁
企
画
調
整
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
９
１
（
２
１
）
８
６
４
１

上：千厩町工業クラブ横断幕、下：トラック協会ステッカー

上：千厩 仏坂自治会花壇、下：千厩１-２自治会花壇

Ｉ
Ｌ
Ｃ
講
演
会
へ
の

　　
　
　
　
　

講
師
派
遣

Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
向
け
た

　　
　

地
域
の
取
り
組
み

ＩＬＣまんが「カソクキッズ」

笠置自治会（大東）でのＩＬＣ勉強会の様子

一関商工会議所・
ＲＩＰステッカー


